合同2019-3-02(1)

2019年度第2回国際／業界横断EDI＆金流商流情報連携
合同タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2019年11月12日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　B3階　B3-1会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員      藤野　裕司　　　EDIエバンジェリスト
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　上利慶太郎　　　株式会社NTTデータ
　　　幹事会員　　　伊原　栄一　　　株式会社グローバルワイズ      

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　　梶原　俊博　　　日本情報通信株式会社
　　　正会員　　　　武　　伸一　　　キヤノンITソリューションズ株式会社

　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　永壽　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社

　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　柏倉　太一　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　竹内　翔太　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者20名
４．議事概要　
議事に先立ち、全国銀行協会より「決済高度化で働き方改革・生産性向上セミナー」の紹介があった。
2019年度第2回国際/業界横断EDI＆金流商流情報連携合同タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：合同2019-2-01第2回合同タスクフォース議事次第）
４－１．議事録確認
　以下の会議議事録につき、事務局菅又より説明が行われた。議事録内容についての意義はなく、確認された。
· 第1回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同タスクフォース（7月9日）
· 第2回国際／業界横断EDIタスクフォース（9月10日）
· 第1回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会（10月8日）

４－２．業界標準EDIとのデータ連携
　第1回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会にて「業界標準EDIのデータ項目を国連CEFACT共通辞書の情報項目で表現する」ことを目的に、データ連携のためのEDIデータ分析プロジェクトが発足し、事務局より協力依頼のため流通システム開発センター（DSRI）及び電子情報技術産業協会（JEITA）ECセンターを訪問した。各団体の対応は次の通り。
· DSRI：流通BMS標準の参照及び情報項目についての助言につき了解。標準の情報項目定義のEXCELフォーマットはダウンロード可能。
· JEITA/ECセンター：METIビジネスインフラ事業で最小限のマッピングは終わっている。中小企業共通EDIとのマッピングで、国連CEFACT標準との対応は精査している。ECALGAはプロセス連携を規定しており、データ項目の突合せだけでは業務連携はできない。
（資料：合同2019-2-03　データ連携のためのEDIデータ連携プロジェクト）
　以上の状況より、まずは流通BMSの発注・出荷・請求の情報項目につきデータ連携分析を行う。各メッセージの情報項目分析担当は以下の通り。
· 発注：JSOL

· 出荷：日本情報通信
· 請求：富士通エフ・アイ・ピー
　分析作業は次の手順で行う。
1 SIPS事務局にて分析作業用テンプレートを準備（～11月16日）
2 各担当によるデータ連携分析（～12月末）
(12月17日：第2回国際／業界横断EDI TF分科会

3 SIPS事務局による分析結果の整理（～1月中）
(1月21日：第3回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同TF
【質疑】

· 国連CEFACT共通辞書の情報項目と流通BMSの情報項目の構造が異なっているのでデータ連携分析に注意を要する。
· 国連CEFACT共通辞書の情報項目で必須となっているが、流通BMSの情報項目で使われない場合の対応をどうするか要検討。
· 業界標準EDI情報項目が国連CEFACT共通辞書に無い場合は、当該情報項目を国連CEFACTに追加要求の申請を考える。
４－３．国連CEFACT共通辞書20A版サブミッション
（資料：合同2019-2-04(1)　農業機械部品EDIサブミッション）
（資料：合同2019-2-04(2)　スケジューリング国際EDIサブミッション）
　事務局菅又より、農業機械部品EDIメッセージ（支払通知、出荷報告、注文）およびスケジューリング国際EDIメッセージ（需要予測、納入指示）につき、クラス図により追加情報項目の説明を行った。
　特段の異論はなく、国連CEFACTへのサブミッション手続き（サブミッション・フォームの準備(国連CEFACT日本委員会・登録技術審査グループによる審査(国連CEFACTライブラリメインテナンス・グループへのサブミッション及びハーモナイゼーション）を進めることが了承された。

４－４．金融EDI用商流データ構成ガイド
（資料：合同2019-2-05  商流データ構成ガイド（軽減税率消費税対応））
遠城：金流商流情報連携TF委員長より、SCMのキー・メッセージ（注文回答、出荷通知、支払通知）における税関係クラスの説明が行われた。今後、これらの税関係クラスの情報項目についての取り扱いにつき「SEのための企業側ISO20022メッセージ導入ガイド」に追記することを検討する。
４－５．SCMに関わる最新動向
（資料：合同2019-2-06  SCMに関わる最新動向）
兼子：国際／業界横断EDI TF委員長より、以下の動向につき紹介が行われた。
· 経済産業省：モノづくり・商業・サービス・高度連携促進事業
· サプライチェーン効率型補助事業：幹事企業／団体が主導し、中小企業との連携事業を促進。

· BIM（Building Information Modeling）
· 最近のビル建設を統合管理するBIMに、建材調達等のEC機能を付加することを提言。
· 内閣府SIP事業：スマート物流サービス
· 夢物語へ、現状の課題対応（デジタコやセンサーの情報収集標準化など）を提言。

· QRコードについて
· B2B用QRコードがJBMS（ビジネス機械・情報システム産業協会）から提案されている。ITコーディネータ協会にて、次バージョンへの提案検討を開始。
· 経団連：サプライチェーン委員会
· 兼子委員長が、企画部会に参加。中小企業のスマート化を促進するための課題や方策を検討中。

４－６．次回の日程について
　次回のタスクフォースの日程と場所は以下です。
（１）第２回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会
日時：2019年12月17日（火）14時―17時

場所：機械振興会館　6階6－63会議室
（２）第3回合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2020年1月21日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　6階6－65会議室
以 上
　
配布資料：
合同2019-2-01　第2回合同タスクフォース議事次第
合同2019-2-02(1)　第1回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同TF

議事録
合同2019-2-02(2)　第2回国際／業界横断EDI TF議事録
合同2019-2-02(3)　第1回国際／業界横断EDITF分科会議事録 

合同2019-2-03　データ連携のためのEDIデータ分析プロジェクト
合同2019-2-04(1)  農業機械部品EDIサブミッション

合同2019-2-04(2)　スケジューリング国際EDIサブミッション
合同2019-2-05  商流データ構成ガイド（軽減税率消費税対応）
合同2019-2-06  SCMに関わる最新動向
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